
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

富士市立松野こども園 
一人一人が生き生きと過ごし 

笑顔あふれる暖かいこども園 

園目標 心豊かな子 

「やってみたい！」のその先へ 

１年を通して様々な経験をしてきたこどもたちは、自分の思いや考えを伸び伸びと表現する

ことを楽しむようになりました。その表情からは「伝えたい！」「見てほしい！」という思

いがあふれています。松野こども園の先生たちは、そんなこどもたちの思いを大切に受け止

めて表現できる場を設けています。 

お兄ちゃんのパラバルーンに憧れている２歳児

クラスでは、手作りのパラバルーンで元気よく

遊ぶ声がきこえてきます！ 

「見て。こんなことできるよ！」 

１年でいろいろなことができるよ

うになった０歳児のこどもたち。 

「どの色が好きかな？」「たくさ

ん描いたね。」と１歳児の先生が

優しく声をかけていました。 

友達と一緒にままごと遊び。  

お弁当を広げて、ピクニック

かな？ 

なんでもやってみたい２歳児のこどもた

ちは、オペレッタを教えてもらいました 

大好きなピーマンマン！こんなに

上手にやれるようになったよ。 
３歳児は先生や友達と一緒に表現するこ

とがとても楽しくて、笑顔いっぱい。 

４歳児のオペレッタは「やさいのパーティおおさわぎ」と「グリーンマント

のピーマンマン」。給食の野菜にも愛着を感じてたくさん食べています。 

５歳児は自分のなりたい役を決め

て、そこからみんなで相談しなが

ら物語をつくりました。 

泣き虫鬼に、おこりん

ぼ鬼。いろいろな鬼に

なりきっていました。 

５歳児の楽器遊びは、仲間と気持ちを合わせて演

奏したり、踊ったり。聴いている人もとても楽し

くなる音楽でした。 

４歳児は友達と協力して、もう一人の自分

を描きました。「どっちが大きいかな？」

と背比べです。 

キリン、カマキリ、海賊…。こども

たちにしか思いつかないような楽し

いお話で、みんな自信満々に演じて

いました。一つ一つの経験が、こど

もたちの力になっています。 

学校で使う物を教えてもらったり、手作りおもちゃで遊ばせても

らったりして、小学生になることが楽しみになったようです。 


